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平成10年12月10日
関西大学博物館
館長薗田香融殿
関西大学博物館
自己点検・評価委員会
委員長高橋隆博
関西大学博物館自己点検・評価報告書（平成6年度～平成9年度）の提出について
当委員会は、関西大学博物館自己点検・評価委員会規程（平成8年1月26日制定）の定めると
ころにより自己点検・評価を行いましたので、ここにその結果をご報告申し上げます。
なお、規程第8条において、委員会は隔年に自己点検・評価報告書を作成し、館長に提出する
ことになっておりますが、今回に限り、博物館が開館した平成6年度から平成9年度までの4年
間を一括して対象といたしました。
また、自己点検・評価すべき期間と自己点検・評価委員会委員の任期との間に齪鋸が生じてお
り、博物館運営委員会委員の任期との整合性からも、任期の調整が望まれておりますことを申し
?
添えます。
今期の関西大学博物館自己点検・評価委員会の構成及び任期は下記のとおりです。
記 ’
関西大学博物館自己点検・評価委員会の構成
委員長 高橋隆博（規程第3条第1項第1号に規定する委員）
副委員長 中谷伸生（規程第3条第1項第1号に規定する委員）
委 員 薮田 貫（規程第3条第1項第1号に規定する委員）
米田文孝（規程第3条第1項第1号に規定する委員）
浅尾 勇（規程第3条第1項第2号に規定する委員）
道前博（規程第3条第1項第3号に規定する委員）
山口卓也（規程第3条第1項第3号に規定する委員）
1
’
｜
’
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2任 期
平成10年10月1日から平成12年9月30日まで。
以上
???????????????，?????????????ー ??
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関西大学博物館の歩み
1 博物館開設の経緯
1994年4月1日、関西大学博物館が開設された。関西大学に移管された膨大な旧本山コレクシ
ョンを中心に、考古学研究室による発掘調査資料や購入資料、寄贈資料などを加え、関西大学博
物館を開設しようとする念願が約40年ぶりにようやく実現し、将来の充実発展に向かっての第一
歩を踏み出した。
1952年、故末永雅雄先生が関西大学教授に着任された後、本山家が保有される故本山彦一（松
蔭）翁の遺品である考古学資料が大学に移管された。大学では博物館構想のもと、当時の図書館
(現在の簡文館） 3階にあった考古学研究室（末永研究室）に隣接する小規模な部屋に資料の一
部を展示したが、大半は地下室の倉庫に収蔵されたままであった。その後、約20年間は展示する
場所もなく、博物館構想の建議も軌道にのらず、 1968年3月に末永先生は定年退職された。
1967年4月、末永先生の後任として網干善教先生が着任きれたが、その頃から学園紛争が先鋭
・激化し、大学が封鎖されるという最悪の事態が想定された。その結果、不測の事態から諸資料
の保安を計る目的で、大阪市立博物館に一時的な保管を依頼し、急遼資料の大部分を運び出した。
1974年には荒廃した大学紛争も終結の兆し力覗われたが、この年に大学院学舎の改築が行われ
た。当初、大学院学舎は3階建ての規模で計画されたが、これを4階建てに設計変更し、その4
階部分に考古学資料の収蔵・展示と整理室などを設置する計画が大学当局により策定された。た
だし、この4階部分はあくまでも仮設的な施設として実現したものであり、収蔵室及び展示室が
狭く、十分に機能するまでにはいたらなかった。また、「関西大学考古学等資料管理運営委員会」
が暫定的に発足し、全学的な理解のもとに運営されることになった。
1985年、関西大学総合図書館が新築されることになり、旧図書館本館は簡文館と命名・活用さ
れることになった。考古学等資料室は大学院学舎4階からこの簡文館内に移転し、旧図書館で閲
覧室として使用されていた2室を展示室に、同じく図書収蔵庫の一部を資料収蔵庫に転用し、併
せて事務室、実習室などが設けられた。この施設によって博物館実習、考古学実習、考古学演習
などの関連講義も行うことができるようになった。ただし、諸般の事情から博物館法による博物
館相当施設の開設までに至らなかった。
1994年、機力熱して、考古学等資料室管理運営規定の改正が行われ、博物館法に基づく「関西
大学博物館」として指定され、開館の運びとなった。
2 関西大学博物館収蔵資料の特徴
博物館には資料の収集・保存・展示・研究などの諸活動が課せられている。当博物館には諸般
の経緯によって得られた数多くの資料があるが、そのうちの主要部分をなすのは考古学資料であ
る。その中でも旧本山コレクションと称きれる資料は重要文化財をもふくむ貴重な資料で構成さ
れるが、この前身は神田孝平コレクションと呼ばれるものを起源としている。神田孝平氏は幕末
から明治のはじめにかけての洋学者かつ啓蒙思想家であり、同時に高級官僚であった。また、考
古学に対する造詣も深く、 1887年から95年にかけて東京人類学会の初代会長を務めた。1885年に
は英文の『日本太古石器考』を著し、自ら積極的に考古学資料を収集し、その資料のもつ価値を
’
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『東京人類学会報告』(後に『人類学雑誌』)に発表している｡この時に紹介された資料の中には､現在
関西大学博物館が所有・展示する奈良県天理市渋谷出土と伝えられる石枕(重要文化財)や、青森
県西津軽郡に所在する亀ヶ岡遺跡出土の縄文時代土偶、埼玉県熊谷市出土の人物埴輪などがある。
1898年に神田孝平氏は69歳で死去するが、その後この神田コレクシヨンは本山彦-(松蔭翁）
氏に引き継がれた。本山氏は明治後半から大正・昭和初期にかけての新聞界で活躍する一方、考
古学に深い造詣を有していた。本山氏は数多くの考古学研究者の調査を援助されたといわれるが、
氏自らも三大発掘という、大阪府藤井寺市国府遺跡、岡山県笠岡市西大島津雲貝塚、山口県下関
市長府鋳銭跡遺跡をはじめ、数多くの遺跡を調査した。本山氏はこれらの資料を大阪府堺市の自
宅に設立した富民協会農業博物館に保管された。なお、本山氏の発掘調査の実施には京都帝国大
学の浜田耕作博士が協力されたが、この間の事情が後に末永先生と本山コレクションを結びつけ
ることになる。
また、神田コレクションが本山氏に譲渡されるには、福沢諭吉氏の存在を看過できない。すな
わち、福沢氏と本山氏はジャーナリストとして活動してきたが、本山氏は明六社を通じて福沢氏
との交流があった。また、神田氏も福沢氏と親交があり、福沢氏を介した人間関係の中において、
神田コレクションが本山氏へと移った。
このような経過によって本山コレクションが形成されたが、浜田博士は大阪府藤井寺市国府遺
跡や岡山県笠岡市津雲貝塚など、本山氏の企画された発掘調査を担当・指揮されたことから判断
できるように、本山コレクションに深く関与されていた。その結果､本山氏は自分の蒐集品の整
理を浜田博士に依頼されたが、その命を受けて実際の整理作業は末永先生が担当され、 1935年に
『本山考古室要鋤を刊行された。
さて、既述したように、末永先生は1952年に関西大学の教授に就任され、考古学研究室を開設
された。その直後、本山家から末永先生に本山コレクション移管の話があった。この時の事情に
ついて末永先生は、 「関西大学に就任当初から、附属博物館の建設と資料の収集の事業を心がけ
つつ数年を経過した。たまたま私が若いときに整理をしていた、毎日新聞社長本山彦一氏の御逝
去後、多年にわたる収集品の処置について、二世本山彦一氏から私に、 “父が学界に寄与すべく
収集した資料であるから、できるだけ末永の所属する大学にあることが望ましい”との話があっ
た」と、網干先生に述懐されたという。このような経緯から、本山コレクションは本山家から関
西大学に移管されることになった。
以上のように、関西大学博物館の中核資料を形成する考古学資料は、神田コレクションから本
山コレクション、そして関西大学博物館へと受け継がれた。本山コレクションは神田コレクショ
ンを継承した後も多量の資料の増加があり、本山コレクションを受け入れた関西大学は、考古学
研究室が発掘調査し保管する資料や、購入及び寄贈を受けた資料を追加して、その量と質とは高
められている。今後、博物館の設立を契機にして、さらに充実していくであろう。
大学においては、文献史料の殿堂である図書館と共に、実物資料を収集し保存・展示・研究な
どを行う博物館施設は車の両輪に書えられてきたが、ここに関西大学では両者が備わるという理
想的な形態の第一歩を踏み出したことになった。ただし、これで完成ということではなく、今後
さらに大学博物館にふさわしい質量・内容を有した施設に、関係者が協力して高めていくことが
希求される。
’
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関西大学博物館の理念と目的
博物館の理念と目的は、社会の進展とともに進化あるいは変動して行く性格を持っている。第
二次世界大戦直後の1946年ll月、国際連合のユネスコの中に国際博物館会議(ICOM)力澗織
され、同会議は博物館について、
「一般に公開された、美術、工芸、科学、歴史または考古学資料の、動物園及び植物園を含
めた、すべての収集を包括する」
とはじめて博物館を定義付けた。その後、幾度かの改訂が行われたのち、 1974年6月のコペンハ
ーゲン大会において、
「博物館とは、社会とその発展に奉仕するために、人類とその環境についての物的証拠を、
研究、教育および慰楽を目的として、収集し、保管し、研究し、伝達し、展示する営利を目的
としない恒久機関をいう」
とする改訂案が採択きれた。ここでの定義がそのまま今日にいたるまで推移している。
国内的には、博物館法第2条に、
「博物館とは歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管（育成を含
む） し、展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエー
ション等に資するために必要な事業を行い、あわせてこれらの資料に関する調査研究をするこ
とを目的とする機関」
と規定している。
関西大学博物館の目的については、学則第65条の2第2項および関西大学博物館規程第2条に、
「博物館は、考古学、歴史学、民俗学、美学・美術史、産業技術・技術史、自然科学等の資
料並びに図書等の収集、整理、保管、展示及び調査研究活動を行い、大学における教育及び研
究の発展のために寄与することを目的とする」
と明確に規定されている。そしてこの目的を達成するために、同規程第3条に、以下の事業を行
うことを定めている。
（1）資料等の収集、整理及び保管に関すること。
（2）資料等の展示及び公開に関すること。
（3）調査研究活動に関すること。
（4）調査研究の発表及び出版に関すること。
（5）講演会、講習会、研究会及び展示会の開催に関すること。
（6） その他必要な事業に関すること。
すなわち、博物館の目的と機能とは、資(史)料の収集・保存（保管、育成）・展示（公開） ・
調査研究の4原則ともいうべき事項に収數されよう。これらが有機的に結びついて機能するのが、
博物館の本来のあるべき姿である。したがって、博物館は研究機関でもあり、教育機関でもあり、
資料保存の機関でもあり、さらには社会教育の機関でもある。
関西大学博物館は、大学博物館であるその性格上、大学で行われる教育および調査研究に資す
る必要がある。また、その調査研究の成果は博物館の展示（公開）を通じて反映されなければな
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らないことはいうまでもない。さらには、博物館が本源的に社会教育機関としての役割を担って
いる以上、広く一般に公開する義務を負っており、ひとえに大学における教育および調査研究の
発展に寄与することだけを目的とすることにとどまってはならない。
博物館が社会教育機関としての性格を有している以上、たとえ大学博物館であっても、博物館
が生涯教育の「場」として活用され、かつ機能していく必要があろう。もとより生涯教育とは、
個人が一生涯に亘って教育を受けることではない｡各個人がまさに自発的に｢生涯を通じて学ぶ」
必要があることを「自覚する」ことであり、また「自覚させる」教育にあろう。したがって、画
一的な教育ではなく、各個人によって「学習の形態と内容」が異なることは当然であるから、こ
れに対応する教育の体制が求められよう。これに応えるために、関西大学博物館は規程第3条に
上記の諸事業を行うことを定めているのである。
今後の課題
博物館を支えているのは、館長の統括のもとで種々の学芸活動を行う学芸員である。博物館と
は、 まず何よりも「人｣、すなわち「学芸員」を指すといわれるが、その意味は、いうまでもな
く、学芸員の活動が中心となっているからである。いずれにせよ、博物館は資料の収集、研究、
展示を通して、社会的に価値のある文化財の活用を縦横に行う機関である。関西大学博物館が収
蔵する15,000点に及ぶ貴重な資料の管理、その研究や展示、ざらに学生はもとより、一般社会人
に対しての教育普及活動を級密に行うには、一定数の優れた学芸員の存在が不可欠である。学芸
活動が充分に展開できなければ、貴重な資料が死蔵されるのみならず、資料の保管、修復、紹介
など、博物館の社会的責任が果たせぬままになる。現在の活動を一層活性化するために、学芸員
の増員は差し迫った課題だといえよう。
また、本学の博物館のもうひとつの大きな課題は、活動の大きな柱のひとつである展覧会事業
に関わることである。現在の展示場は、かつての図書館施設に展示ケースを置いたもので、本格
的な展示活動のためには不十分だといわねばならない。というのも、今後予想される活動のひと
つに、絵画資料の収集や特別展示並びに常設展示の充実した展開が挙げられるからである。前々
から本学博物館に対して、 日本画や工芸品等の寄贈を申し出る個人所蔵家が各地に散在するが、
残念ながら、本学博物館では、作品保存のための空気調整設備など、展示場に不可欠な設備機器
類の設置が不十分である。とりわけ、江戸時代から明治、大正時代に至る絵画類、あるいは古文
書、甲冑、木製工芸品等の資料は、 きわめて環境の影響を受け易い資料で、温度、湿度の急激な
変化によって、驚くほど速く劣化損傷する。寄贈の申し出があっても、現在の体制では、多岐に
わたる資料を責任をもって受け入れることができないのが現状である。
加えて、こうした資料の保管にとって、最も重要な設備である収蔵室（収蔵庫）の拡張は緊急
の課題であろう。収蔵室は博物館施設のいわば心臓ともいうべき部分で、冷暖房はもとより温湿
度を一定に保つことができる部屋を指す。貴重な資料の保全環境の整備は、博物館の存立の是非
を問われる根本的にして緊急の課題だといってよい。
以上、博物館活動の根幹をなす課題を列挙したが、できるだけ早期実現が望まれる事項である。
I
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1 施設の概要
(1)簡文館の概要
ア構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根
イ建築面積 1,270.24,,f
ウ延面積 4,742.79㎡
(2)博物館部分の床面積
ア展示室 第1展示室 261.88㎡
第2展示室 353.36㎡
計 615.24nf
イ収蔵庫 1 階 247.76㎡
2 階 216.16nf
3 階 248.75㎡
4 階 287.59㎡
計 1,000.26nf
ウ実習室 93.12nf
エ図書室 42.91㎡
オ館長室 28.61nf
力事務室 124.08㎡
キその他 30.70㎡
ク博物館延床総面積 1,934.92㎡
(3)施設の平面図（後掲・97ページ～101ページ）
地下1階付7階建
’
??????????????????????????????????????。????????‐????????????
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2組織
（1）博物館運営委員会委員（平成6年度～平成7年度）
(平成8年度～平成9年度）
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選出母体（所属） 氏名 任 期 備 考
博物館長 文学部教授 網干善教 H6．4．1～8．3．31役職在任中
教学部長
社会学部教授
法学部教授
石川 啓
高森八四郎
H6.4.1～6．9．30
H6.10．1～8．3.31
役職在任中
役職在任中
法 学 部 教 授 奥村郁三 H6．4．1～8.3．31
文 学 部 教 授 中谷伸生 H6.4.1～8．3．31
経済学部教授 角山幸洋 H6．4．1～8．3．31
商 学 部 教 授 廣田司朗 H6．4．1～8．3．31
社会学部教授 前田 卓 H6．4．1～8．3．31
総合情報学部専任講師 岡本哲和 H6．4．1～8．3．31
工 学 部 教 授 鉄川 精 H6．4．1～8.3.31
大学院 文学部教授 物部晃
??
H6. 4．1～8．3．31
学識経験者
文学部教授
文学部教授
文学部教授
文学部教授
経済学部教授
上井久義
薗田香融
高橋隆博
薮田 貫
津川正幸
H6．4.1～8．3．31
H6.4．1～8．3．3]
H6．4．1～8．3.31
H6．4．1～8.3.31
H6．4．1～8．3．31
大学事務局長 北田清士 H6．4．1～8.3.31役職在任中
博物館事務長 浅尾 勇 H6．4．1～8．3.31役職在任中
選出母体（所属） 氏名 任 期 備 考
博物館長 文学部教授 網干善教 H8．4．1～10.3．31役職在任中
教学部長
法学部教授
文学部教授
高森八四郎
伊藤誠宏
H8．4．1～9．9．30
H9．10．1～10．3．31
役職在任中
役職在任中
法 学 部 教 授 奥村郁三 H8．4．1～10．3．31
文 学 部 教 授 中谷伸生 H8.4.1～10．3.31
経済学部教授 角山幸洋 H8．4．1～10．3．31
商 学 部 教 授 吉信 粛 H8．4．1～10.3．31
社会学部教授 前田 卓 H8.4．1～10.3．31
総合情報学部専任講師 岡本哲和 H8．4.1～10．3．31
工 学 部 教 授 鉄川 精 H8．4.1～10．3．31
大学院
法学部教授
法学部教授
市川訓敏
千藤洋三
H8．4.1～8．9．30
H8．10.1～10．3．31
学識経験者
文学部教授
文学部教授
文学部教授
文学部教授
文学部教授
上井久義
薗田香融
高橋隆博
藤善真澄
薮田 貫
H8．4．1～10．3.31
H8．4．1～10.3.31
H8．4．1～10．3．31
H8．4.1～10．3.31
H8．4.1～10．3．31
大学事務局長 北田清士 H8．4．1～10.3.31役職在任中
博物館事務長 浅尾 勇 H8．4．1～10.3．31役職在任中
(2)博物館自己点検・評価委員会委員
(3)館員○印学芸員
3 事業
（1）資料等の収集、整理及び保管
ア収蔵資料数（未整理資料を除く）
（ｱ）歴史・考古資料 1,600点
（ｲ）民族資料 214点
（ｳ）美術工芸資料 80点
（工） 自然科学資料 350点
（ｵ）典籍・文書資料 2,137点
（力） 図書 2,561点
（ｷ）計 6,942点（一括資料を1点としたものを含む）
イ指定文化財数
（ｱ）重要文化財 16（附6）点
・石枕 l 奈良県天理市柳本出土
・石製決状耳飾 6 大阪府藤井寺市国府遺跡出土
’
｜
’
?????
’
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所 属 氏名 任 期 備 考
文学部教授 高橋隆博 H8.10.1～10.9.30委員長
文学部教授 中谷伸生 H8．10．1～10.9.30副委員長
文学部教授 薮田 貫 H8.10.1～10.9.30
博物館事務長 浅尾 勇 H8.10.1～10.9.30
学 芸 員
角 田芳昭
道前 博
H8．10．1～9．3．31
H9.4．1～10.9.30
所 属 氏名 任 期 備 考
文学部教授 高橋隆博 H10．10．1～12．9.31委員長
文学部教授 中谷伸生 H10．10．1～12．9．31副委員長
文学部教授 薮田 貫 H10．10．1～12.9．31
文学部助教授 米田文孝 H10．10．1～12．9．31
博物館事務長 浅尾 勇 H10．10.1～12．9．31
学 芸 員 道前 博 H10.10．1～12．9.31
学 芸 員 山 口卓也 H10．10．1～12．9．31
平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度
館 長 ○網干善教 ○網干善教 ○網干善教 ○網干善教
事 務 長 浅尾 勇 浅尾 勇 浅尾 勇 浅尾 勇
事務長補佐 ○角田芳昭 ○角田芳昭 ○角田芳昭 ○道前 博
主 事 ○小林弥生子 ○小林弥生子 ○小林弥生子 ○山口卓也
主 事 ○久井幸子 ○山口卓也 横山直美
定時事務職員数 3名 3名 3名 4名
・石製丸玉 1 大阪府藤井寺市国府遺跡出土
・鉢形土器 1 大阪府藤井寺市国府遺跡出土
・高杯形土器 l 大阪府藤井寺市国府遺跡出土
・籠形土器 1 大阪府藤井寺市国府遺跡出土
・銅鎌 5 大阪府藤井寺市国府遺跡出土
（附)土器残欠 6 大阪府藤井寺市国府遺跡出土
（ｲ）重要美術品 12点
・銅鐸 4 大阪府四條畷市出土他
・鶏形埴輪頭部 l 愛媛県喜多郡南久米出土
・石人頭部 l 福岡県八女市吉田出土
・石靱上半部 l 福岡県八女市吉田出土
・銅製壺鐙 1 出土地不詳
・平形銅剣 l 愛媛県新居浜市出土
・鋳銭資料 l 山口県豊浦郡長府出土
・鹿角製刀装具 2 福岡県糸島郡雷山古墳出土
ウ収蔵資料の充実（年度別収蔵状況）
(2)資料等の展示及び公開
ア展示資料数（常設展示・本山資料のみ）
（ｱ）第1展示室（縄文・弥生・古墳時代資料）
（ｲ）第2展示室（外国資料他）
（ｳ）計
イ開館日数
???????????
?
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年度 資 料 備 考
平成8年度
輪島塗漆淵6）
祇園精舎遺跡模型(1)、さざれ石(3)
購 入
受 贈
平成9年度
復元銅矛(1)、復元銅鏡(1)
｢内藤湖南資料」 （228）
中国漢代瓦当(6)
購 入
図書館より移管
受 贈
年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度
開館日数 131日 156日 159日 172日
ウ入館者数
(3)調査研究活動並びにその発表と出版
ア博物館紀要
関西大学博物館紀要創刊号 平成7年3月30日発行
I
関西大学博物館紀要第2号 平成8年3月30日発行
｜
’
’
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平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度
学 生 519人 340人 414人 912人
教職貝 75人 77人 42人 50人
校友・父母 1,351人 675人 1,211人 1,315人
一 般 1,274人 569人 992人 1,456人
計 3,219人 1,661人 2,659人 3,733人
阿波国出土瓦經片の積聚－散在する資料の集録と復原一 網干善教 関西大学文学部教授
腕輪形石製品の名称とその用途
－博物館の展示にあたって一 徳田誠志 宮内庁書陵部陵墓課
初期洛中洛外図屏風について（一） 山岡泰造 関西大学文学部教授
伊能忠敬の丹波測量（一）
－多紀郡大山宮村園田家文書による紹介一 薮田貫 関西大学文学部教授
『隔糞記』にみる仏師康知・康看
－江戸時代七条仏師動向の一資料一 張洋一 堺市博物館研究員
寺内町における建設職人の町
一摂津大坂本願寺寺内町・大和今井寺内町を中心として－ 森本育寛
橿原市役所同和対策課長
補佐
江戸時代の日本へ伝わったオランダ製壁地図 三好唯義 神戸市立博物館学芸員
蝸牛魔文庫資料について 田中晋作 池田市立歴史民俗資料館副館長
金石文拓本一「梵鐘」資料について－ 角田芳昭 関西大学博物館事務長補佐・学芸員
ハナピ(婚礼の火） と禁忌
－その名称・禁忌の期間と空間一 近藤直也 長崎県立大学助教授
庭竜の習俗からみた火 森隆男
尼崎市教育委員会歴史博
物館準備室学芸担当係長
清国山西合盛元銀行神戸支店 松浦章 関西大学文学部教授
満州国国立中央博物館の展示活動
一新京本館大経路展示場の場合一 犬塚康博 名古屋市博物館学芸員
ヨーロッパ各地の博物館に見る水車・風車関係展示品 末尾至行 関西大学文学部教授
博物館の語義とその周辺 芝井敬司 関西大学文学部教授
公立歴史館の行方 吉田豊 堺市博物館研究員
博物館におけるガス煉蒸について 神戸佳文 兵庫県立歴史博物館主査･学芸員
児童・生徒の博物館利用について 西川卓志 西宮市郷土資料館学芸員
現地説明会の現状と問題点 河上邦彦 奈良県教育委員会文化財保存課主幹
平成6年度博物館実習総括 博物館学課程
徳島県犬伏蔵佐谷出土の瓦経片の復原と考察（一）
■■■■■ 『妙法蓮華組「巻第一」について－ 網干善教 関西大学文学部教授
「腕輪形石製品のにせもの
－その存在と博物館における保管・収集業務について－ 」
徳田誠志 宮内庁書陵部陵墓課
関西大学博物館紀要第3号 平成9年3月30日発行
関西大学博物館紀要第4号 平成10年3月31日発行
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妙心寺聖澤院の建築及び障壁画の調査研究報告
永井規男
中谷伸生
山岡泰造 関西大学教授関西大学
教授関西大学助教授
山の「山の神 」 と里の「山の神
-花嫁のケガレ観をめぐって－
」 近藤直也 長崎県立大学教授
(資料紹介）京都・西遊寺蔵伝帝釈天立像について 張洋一 堺市博物館研究員
(資料紹介）金石文拓本資料の表装
－江戸時代文人墓碑と中国墓碑一
角田芳昭 関西大学博物館事務長補佐・学芸員
博物館実習の「洋上実習」に参加して 井溪明 堺市博物館研究員
平成7年度 「博物館実習総括」 博物館学課程
西夏のチベット文木簡 大原良道 関西大学非常勤講師
徳島県犬伏蔵佐谷出土の瓦経片の復原と考察（続）
－ 『妙法蓮華組「巻第五，六について 」 一 網干善教 関西大学文学部教授
関西大学博物館所蔵旧村寸蕊葭堂所蔵の鍬形石
－奈良県島の山古墳の出土品一
徳田誠志 宮内庁書陵部陵墓課
伊能忠敬の丹波測量（二）
－多紀郡大山宮村園田家文書による紹介一 薮田貫
関西大学文学部教授
平成八（一九九六）年度妙心寺春光院の建築及び障壁画
の調査研究報告
永井規男山岡泰造
中谷伸生
関西大学教授関西大学
教授関西大学助教授
海盗察牽一族の墳墓 松浦章 関西大学文学部教授
対立概念としてのハレとケの再評価 近藤直也 長崎県立大学教授
松尾祭の祭祀組織 黒田一充
近つ飛鳥博物館学芸員
社会教育主事
先島諸島におけるアワ用農具の形態と地域性 賀納章雄 吹田市立博物館学芸員
博物館展示と歴史教育 一瀬和夫 近つ飛鳥博物館学芸員
関西の博物館・資料館における近現代史展示のあり方とそ
の課題について
冨坂賢 貝塚市教育委員会
大阪市における生涯教育時代の博物館のあり方について 片岡法子 ㈱公害地域再生センター
平成8年度博物館実習総括 博物館学課程
四神図の頚部装飾とその類型 網干善教 関西大学：攻授
四神瓦当等の前漢長安城出土瓦当 下問頼一緒方正則 関西大学名誉教授関西大学工学部助手
平成九（一九九七）年度妙心寺金台寺の建築及び障壁画
の調査研究報告
永井規男中谷伸生
山岡泰造
関西大学教授関西大学
教授関西大学教授
仮屋からみた春日若宮祭 森隆男 尼崎市教育委員会歴史博物館設立準備室
同族集団の餅交換
一あるいはコミニュケーションとしての禁忌伝承一 佐々木康人
関西大学大学院博士課程
後期課程在学
愛知県高浜市田戸町所在近代達磨窯高橋榮・秋人瓦窯
実測調査報告
関西大学
学研究室
文学部考古
平成9年度関西大学博物館実習 博物館学課程
イ肝陵
肝陵29号 平成6年9月30日発行
肝陵30号 平成7年3月30日発行
肝陵31号 平成7年9月30日発行
｜
’
肝陵32号 平成8年3月30日発行
’
’
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関西大学専物館資料の由来一開館にあたって思うこと－ 網干善教 関西大学博物館長
天津民俗博物館・天后宮 松浦章 関西大学文学部教受
ヒエログリフ覚書 吹田浩 関西大学文学部専任講師
大阪の四条派画家・西山完瑛の｢養蚕図」 中谷伸生 関西大学文学部助教授
関西大学博物館蔵の礫石經について 網干善教 関西大学博物館長
海外博物館事情
-AncientSaltCracowSalt-WorksMuseum-
中原住雄 関西大学工学部専任講師
徳山喜昭氏寄贈の大絵馬 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
本学蔵青森県「是川遺跡」資料と関連資料その2 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
博物館開館とその運営 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
受贈図書についてその1 （平成5年度） 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
編集後記 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
『行基年譜』にみる祇園精舎 網干善教 関西大学専物館長
『文化I
?????
･保護提要』の活用 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
福州の琉球人墓 松浦章 関西大学文学部教授
アメリカの美術館の想い出 加藤一朗 関西大学名誉教授
受贈図書についてその2 （平成5年度） 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
編集後記 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
カザークの復活 中村仁志 関西大学文学部教授
近世山陵図抄（1） 網干善教 関西大学博物館長
市立五條文化博物館オープン 小島卓 市立五條文化博物館学芸員
香港博物館 松浦章 関西大学文学部教授
『文化財保護提要』の活用その2 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
平成6年度調査報告一北九州の遺跡と博物館 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
考古学入門講座（平成6年・第5回） 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
博物館開館一周年記念講演会 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
博物館実習「洋上実習」報告 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
平成6年度受贈図書一覧 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
平成6年度収集資料 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
編集後記 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
近世山陵図抄（2） 網干善教 関西大学専物館長
橘作次郎画「夕映」について 角田芳昭 関西大学専物館学芸員
妙心寺聖澤院障壁画の調査
一美術史研究における調査の意義一 中谷伸生 関西大学文学部助教授
澳門(MACAU)の嬬閣廟と澳門海事博物館 松浦章 関西大学文学部教授
『文化財保護提要』の活用その3 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
MADEINOCCUPIEDJAPAN
一占領下日本の輸出商標一 山口卓也 関西大学博物館学芸員
平成6． 7年度受贈図書 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
編集後記他 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
肝陵33号 平成8年9月30日発行
肝陵34号 平成9年3月30日発行
肝陵35号 平成9年9月30日発行
肝陵36号 平成10年3月30日発行
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鑑真和上啓航東渡地 網干善教 関西大学専物館館長
臺湾布政使司衙門跡 松浦章 関西大学文学部教授
地震被害をふせぐちいさな工夫一西宮市立郷土資料館の
場合一 合田茂伸 西宮市教育委員会学芸員
藤村と絵画 加藤一朗 関西大学名誉教授
｢内藤湖南展」開催にあたって 小林弥生子 関西大学博物館学芸員
占領下日本の輸出商標－2－束洋綿花株式会社の中国．
華僑向け輸出商標一 山口卓也 関西大学博物館学芸員
平成7年度調査報告一千葉県下の遺跡と博物館施設一 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
編集後記他 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
高松塚古墳壁画の難解五題 網干善教 関西大学専物館長
占領下日本の輸出商標－3－インド・パキスタン向け
O､E､M輸出商標一 山口卓也 関西大学博物館学芸員
温州開元寺調査記 藤善眞澄 関西大学文学部教授
輪島塗「屠蘇器」資料について 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
内藤湖南の藩陽訪書調査 松浦章 関西大学文学部教授
常設展示の見どころ（1）一第一展示室一 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
編集後記 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
『梵漢両字阿弥陀紬の離板について 網干善教 関西大学專物館長
オアハカ地方博物館とモンテ・アルバン遺跡 阿部公子 関西大学大学院生
サヘート （祇園精舎）遺跡復元模型の製作 吉田秀樹米田文孝 吉田彫刻関西大学文学部助教授
企画展「川原寺裏山遺跡」の開催 山口卓也 関西大学博物館学芸員
編集後記 道前博 関西大学博物館学芸員
中国法門寺地宮朱雀門楯の彫刻 網干善教 関西大学専物館館長
台湾・淡ス〈・紅毛城 松浦章 関西大学文学部教授
竪穴住居の復元展示について 西川卓志 西宮市教育委員会
占領下日本の輸出商標－4－占領軍PX販売用の商標一山口卓也 関西大学博物館学芸員
文学部古文書室と園田家文書 薮田貫 関西大学文学部教授
伝統的工芸品入門 角田芳昭 関西大学博物館学芸員
関西大学博物館所蔵の山形土偶について 上杉彰紀 関西大学大学院生
編集後記 道前博 関西大学博物館学芸員
(4)講演会、講習会、研究会及び展示会の開催
ア「考古学入門講座」の開催
l
l
’
’
1
’????
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開催年 月日 講演テーマ 講 師 備 考
第1回
H、2
11／3
出
11/10
出
11／17
出
11／24
出
12／1
出
考古学研究の課題と方法
旧石器・縄文文化研究の課題
と方法
弥生文化研究の課題と方法
古墳文化研究の課題と方法
歴史考古学研究の課題と方法
関西大学文学部教授
網干善教
奈良県立橿原考古学研究所副
所長石野博信
芦屋市教育委員会学芸員
森岡秀人
奈良県立橿原考古学研究所総
括研究員河上邦彦
奈良国立文化財研究所平城
宮蹟・発掘調査部長
町田章
◇会場:100周年記念会館
(11/24のみ､第1学舎125R)
参加都52名
第2回
H、3
11／2
(土）
11／9
出
11／16
出
11／23
出
11／30
(士）
古墳研究総論
前期古墳研究の諸問題
中期古墳研究の諸問題
後期古墳研究の諸問題
終末期古墳研究の諸問題
関西大学文学部教授
網干善教
大阪府池田市立民俗資料館主
任学芸員田中晋作
奈良県教育委員会文化財保存
課主幹泉森皎
奈良県立橿原考古学研究所調
査研究部長勝部明生
大阪府教育委員会文化財保護
課技師山本彰
◇会場：100周年記念会館
参加者338名
第3回
H.4
11／7
(士）
11／14
仕）
11／21
出
11／28
出
12／5
出
日向の古墳
出雲の古墳
吉備の古墳
美濃の古墳
上野の古墳
関西大学文
網干善教
学部教授
専
???
部教授
倉敷市教育委員会文化課学芸
員福本明
宮内庁書陵部徳田誠志
群馬県埋蔵文化財調査事業団
専門員右島和夫
◇会場:100周年記念会館
参加都17名
第4回
H、5
11／6
出
11／13
出
11／20
出
11／27
出
12／4
出
大和の古墳
山城の古墳
河内の古墳
和泉の古墳
摂津の古墳
関西大学文学部教授
網干善教
京都文化博物館
南博史
大阪府教育委員会文化財保存
課一瀬和夫
堺市博物館主任研究員
奥田豊
豊中市教育委員会社会教育課
主任学芸員柳本照男
◇会場:100周年記念会館
参加者425名
第5回
H.6
11／5
(土）
11/12
出
11／19
出
11／26
仕）
12／3
(土）
古墳出土の遺物
古墳出土の鑑鏡
古墳出土の刀剣
古墳出土の甲冑
古墳出土の玉類
関西大学文学部教授、関西大
学博物館長網干善教
シルクロード学研究センター
研究主幹菅谷文則
宝塚市教育委員会社会教育課
文化財係長直宮憲一
御所市教育委員会学芸員
藤田和尊
奈良県立橿原考古学研究所主
任研究員関川尚功
◇会場：100周年記念会館
参加者353名
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開催年 月日 講演テーマ 講 師 備 考
H.7
5／6
出
5／13
出
5／20
(士）
5／27
(士）
6／3
出
6/10
出
6／17
出
6／24
出
インドサヘート遺跡
チリ イースター潰跡
イスラエルエン・ケブ遺跡
イタリアポンペイ遺跡
シリアパルミラ潰跡
インドマヘート遺跡
中米マヤ文明カミナルフユ
遺跡
ウズベック共和国ダルベル
ジンテペ遺跡
関西大学文学部教授、関西大
学博物館長網干善教
奈良国立文化財研究所
飛鳥藤原宮跡発掘調査部長
猪熊兼勝
天理大学附属天理参考館学芸
員山内紀嗣
鳥取県埋蔵文化財センター文
化財主事濱田竜彦
奈良県立橿原考古学研究所調
査第1課室長西藤清秀
関西大学非常勤講師
米田文孝
京都文化博物館学芸員
南博史
奈良県立橿原考古学研究所調
査第2課長亀田博
◇会場：天六キャンパス312
教室
参加者延べ1,945名
第6回
H、7
11／4
(士）
11/11
(土）
11／18
出
11／25
出
12／2
出
古墳出土の馬具
古墳出土の埴輪
古墳出土の石製品
古墳出土の弓矢
古墳出土の土器
関西大学文学部教授、関西大
学博物館長網干善教
奈良県立橿原考古学研究所総
括研究員中井一夫
西宮市教育委員会学芸員
西川卓志
静岡県教育委員会指導主事
中嶋郁夫
吹田市立博物館学芸係長
藤原学
◇会場：天六キャンパス312
教室
鋤ﾛ者延べ1,057名
第7回
H、8
11／2
(土）
11/9
出
11／16
出
11／23
出
11／30
出
舎衛城祇園精舎跡一多量の瓦
の出土一
和泉池上曽根遺跡一大規模な
建築跡一
大和下池山古墳一石室と鏡と
布一
大和島ノ山古墳一石製腕飾類
と鏡など－
大和尼寺廃寺一巨石を用いた
塔跡一
関西大学文学部教授、関西大
学博物館長網干善教
大阪府教育
上林蠅個
委員会技師
奈良県立橿原考古学研究所主
任研究員 卜部行弘
奈良県立橿原考古学研究所調
査研究部長河上邦彦
徳島文理大学教授、香芝市立
二上山博物館長
石野博信
◇会場：天六キャンパス312
教室
参加者延べ1,347名
第8回
H、9
5／10
出
5／17
出
5／24
出
5／31
(土）
6／7
出
6/14
出
10／4
出
10／11
出
関西大学考古学研究の歩み
北玉山古墳の発掘調査
摂津加茂遺跡の発掘調査
隠岐総合調査
岩橋千塚の調査
関西大学博物館企画展列品解
説
高松塚古墳の発掘調査
海外調査・インド国の調査
関西大学文学部教授、関西大
学博物館長網干善教
前大阪青山
富田好久
短期大学教授
神戸国際大学非常勤講師
亥野彊
龍谷大学教授勝部明生
滋賀県立大
菅谷文則
学教授
関西大学文学部教授、関西大
学博物館長網干善教
関西大学文学部教授、関西大
学博物館長網干善教
関西大学助
米田文孝
教授
◇会場：天六キャンパス309
教室
参加者延べ2,618名
イ企画展の開催
○平成6年度 「矢立コレクション」
開催場所：特別展示室
開催期間：平成6年11月7日(月)～12月16日㈱
入館者数：313人
徳山喜昭氏（関西大学理事）所蔵の江戸中期から末期の矢立約100点を展示
○平成7年度 「梵鐘拓本展」
開催場所：第2展示室
開催期間：平成7年4月2日(日)～5月21日（日）
入館者数：945人
’
’展示目録：
I
I
l
’
I
｜
’
??????
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開催年 月日 講演テーマ 講 師 備 考
第8回
H.9
10／18
出
10／25
(土）
11／1
出
11／8
(士）
紀伊半島の総合調査
近畿地方先史遺跡の調査
河内長野大師山遺跡の発掘調
査
飛鳥京跡と石舞台古墳周辺の
調査
宮内庁書陵部主任研究官
徳田誠志
関西大学博物館学芸員
山口卓也
吹田市立博物館学芸係長
藤原学
奈良県立橿原考古学研究所調
査研究部長河上邦彦
No 鐘 銘 年 代 所 在
Size
総高 口径
1 妙心寺鐘銘 文武2年（698） 京都市右京区 150.5 86.0
2 興福寺勧善堂鐘銘 神亀3年（726） 奈良市 150.5 90.9
3 織田神社鐘銘 神護景雲4年（770） 福井県丹生郡 109.8 76.5
4 金峰山寺鐘銘 天慶7年（944） 奈良県吉野郡 119.7 66.8
5 塵世尊寺鐘銘 永暦元年（1160） 奈良県吉野郡 207.0 123.0
6 神護寺鐘銘 貞観17年（875） 京都市右京区 149.0 80.3
7 栄山寺鐘銘（額装） 延喜17年（917） 奈良県五条市 157.4 89.1
8 平等院鐘 平安中期 京都府宇治市 201.2 124.3
9 西本願寺鐘 永万元年（1165） 京都市下京区 109.7
10 鰐淵寺鐘銘 壽永2年(1183) 島根県平田市 113.1 63.2
11 長寶尼寺鐘銘 建久2年(1191) 大阪府平野
12 養壽院鐘銘 文応元年（1260） 埼玉県川越市 97.3 56.5
13 東大寺真言院鐘銘 弘安3年（1264） 奈良県奈良市 99.7 57.6
14 金剛山寺鐘銘 寛元4年（1246） 奈良県大和郡山市 110.3 61.7
15 浄土寺鐘銘 貞和5年（1349） 千葉県佐原市 97．6 57．5
16 浄橋寺鐘銘 寛元2年（1244） 兵庫県西宮市 124.9 74.9
17 蓮華寺鐘銘 弘安7年（1284） 滋賀県坂田郡 118.9 70.3
18 金剛峯寺鐘銘 弘安3年（1280） 和歌山県伊都郡 103.1 62.5
19 華光寺鐘銘 正応元年（1288） 京都市上京区 102.7 56.0
20 慈光寺鐘銘 正応5年（1292） 東大阪市 84.7 52.1
21 東漸寺鐘銘 永仁6年(1298) 横浜市 124.7 70.1
22 圓覺寺鐘銘 正安3年（1301） 鎌倉市 260.0 142.4
23 廣厳院鐘銘 嘉暦2年（1327） 山梨県東八代郡 114.1 63.4
○平成8年度 「内藤湖南展」
開催場所：第2展示室
開催期間：平成8年4月7日(日)～5月19日(日）
入館者数：1245人
展示品目録：
－77－
No 鐘 銘 年 代 所 在 Size
24 滝く寺鐘銘 建武5年（1338） 千葉県印旛郡 99.6 58.2
25 妙満寺鐘銘 (1358） 和歌山県日高郡
26 常楽寺鐘銘 寶治2年（1248） 鎌倉市 132.4 67.0
27 光徳寺鐘銘 寛喜元年（1229） 河内松原
28 東慶寺鐘銘 観応元年（1350） 鎌倉市 142.6 76.7
29 國分尼寺鐘銘 正応5年（1292） 海老名市 139.8 71.2
30 清浄光寺鐘銘 延文元年（1356） 藤沢市 167.1 92.0
31 妙光寺鐘銘 正中2年（1325） 横浜市 127.3 68.7
32 浅草寺鐘銘 至徳4年（1389） 台東区 130.2 68.2
33 栄山寺鐘銘（屏風装） 延喜17年（917） 奈良県五条市 157.4 89.1
番号 名 称
30筆（小） 明調筆
31漆塗角型筆入一式
32ペンⅡ（竹製）同心之言
33筆立て（竹製）
34筆立て（大理石）
35朱（墨）肉入れ金製（永和2年）
36朱（緑）肉入れ金製
37朱肉入れ金製
38鉄尺乾隆六年紫檀
39宋尺宋三司
40周尺
41周尺建初六年八月十五日造
42風鎮
43文鎮臣卜霊迂梼題
44湖南書／難遇晤談
45湖南書色紙（厚）／蒙恩當日云々
46湖南書色紙（厚）／蒙恩當日云々
47湖南書色紙（厚）／震方河嶽云々
48湖南書色紙（厚）／空差薄宮云々
49湖南書／高独千秋云々
50御進講原稿案（清書）
51御進講原稿案（下書）
52御進講原稿下書
53宮内庁書簡
54支那学六巻二号
55『鹿角志』十湾稿本湖南賊
56旅行カバン（中国旅行持参）
57旅行カバン（欧州旅行持参）
58写真1 退官記念写真
番号 名 称
1 文史通義稿本（清・章学誠撰）⑱
2 幻雲文集付月舟録紗本（月舟寿桂撰）③
3 困学紀聞注（湖南手批本）⑫
4 梵学津梁稿本日本・慈雲撰③
5 春秋経伝集解慶元古活字本晋・杜預撰⑮
6 旧拓孔宙碑乾隆前旧拓付羅振玉題記①
7 建州始末紗本荻生北渓撰荻生柤棟訂①
8 甲骨片16片
9 扁額林則徐書
10百万塔及陀羅尼一基・三点
11 五岳真形図形（白銅製）
12へき・銅鏡
13墓壁片（本山彦一氏寄贈）
14 漢「出行図」画像博
15木堂書色紙（厚）／有情天云々
16硯竹陀硯（木堂遺愛品）
17硯木箱付（黒色）
18硯丸型木箱付
19硯図府楼瓦硯
20硯丙午之硯
21硯大西見山侍贈象谷作添研
22硯丸型硯（化粧箱入）築書
23硯袋入宝泓硯
24硯古戦場土造之硯黄色・丸
25硯木製・丸
26筆（大） 紫藤花館主人製
27筆（大） 紫藤花館主人製貝松集精選
28筆（小） 太和翔洽
29筆（小） 明調筆
’?。???????????????????‐????????‐?????????????????????
○内数字は冊数を示す。
成9年度 「川原寺裏山遺跡」
開催場所：第2展示室
開催期間：平成9年4月7日(月)～6月13日㈱
入館者数：2336人
○平
展示目録：
奈良国立文化財研究所飛鳥資料館保管
奈良国立文化財研究所飛鳥資料館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
天部頭部
?????????
方形三尊博佛
塑像「丈六像指」
｜
’
｢丈六像耳」
??????????
??????
｢天部像胴鎧」
｢塔本像鰭袖」
｢塔本像天部」
10「塔本像合掌手」
｢塔本像天部下半身」ll
12緑釉水波紋簿
13独尊薄佛
14 「阿弥他」銘博佛
?????????
｢如来」銘薄佛15
16彩色溥佛
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番号 名 称
59写真2京都大学支那学会卒業記念（明42）
60写真3京都大学卒業記念（明治42年）
61 写真4京都大学卒業記念（明治43年）
62写真5京都大学卒業記念（明治43年）
63写真6京都大学卒業記念（明治44年）
64写真7京都大学卒業記念（大正2年）
63写真8奉天にて(富岡謙三氏他)(明治45年）
64写真9京都大学卒業記念（大正9年）
65写真10羅振玉送別会記念写真
66写真11羅振玉送別会記念写真
67写真12慈父十湾先生肖像図
68写真13旧宅蒼龍窟
69写真14秋田師範学校
70写真15湖南夫妻記念写真（明治30年）
71 写真16湖南肖像（大正元年）
72写真17家族写真
73写真18家族写真（大正10年）
74写真19家族写真（昭和9年）
75写真20湖南夫妻結婚記念写真
番号 名 称
76写真21恭仁山荘にて(村民の講習会)(昭和3年）
77写真22恭仁山荘にて
78写真23湖南肖像（晩年期）
79写真24湖南葬儀
80写真25恭仁山荘風景
81写真26恭仁山荘風景
82写真27恭仁山荘風景
83写真28恭仁山荘風景
84写真29恭仁山荘竣工式
85写真30書簡（昭和庚午年）
86写真31現恭仁山荘風景
87写真32現恭仁山荘風景
88写真33現恭仁山荘風景
89写真34富岡鉄斎筆ヨーロッパ旅行の折の賤別絵
90写真35富岡謙三宛書簡（明治39年）
91 写真36鹿角市先人顕彰館
92写真37鹿角市先人顕彰館内藤湖南コーナー
93 『航欧集』 （詩集）
金箔薄佛
三尊溥佛壁面復元
焼変溥佛（6）
緑釉水波紋簿（15）
塑像「丈六佛断片」
｢丈六佛衣断片」
｢天部像上半身」
｢天部像面部」
｢天部像鼻」 （2）
｢天部腕」 （2）
｢天部髪」 （4）
｢羅髪」 (12)
｢牛鼻部」
｢花飾り」
｢星形」 （4）
｢蓮華座断片」 （3）
塑像青銅線入り （3）
塑像指破片（2）
塑像破断片（6）
青銅線（2）
塑像破片（10）
川原寺出土丸瓦
川原寺裏山遺跡出土軒丸瓦
川原寺裏山遺跡出土軒平瓦
焼変砂岩
銭
青銅金具片（8）
青銅蓮華文金具（6）
博佛破片多数
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
関西大学考古学研究室保管
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
(以上明日香村教育委員会所蔵）
関西大学博物館蔵46興福寺佛頭（複製）
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(5) その他の事業
資料の利用状況ア
平成6年度博物館資料利用状況
??????????‐??????????，??ー，?‐。?‐?‐????????????????????‐?????????‐?????????????????????????‐??????????‐?‐?‐???‐??????‐?‐‐????
????????????????????????????????????????????????，?????‐??????‐??‐‐
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期日 利用者 資 料 名 点数 利用目的・展示会名
I
平成9年
10月1日
大阪狭山市郷土資料館
(継続）
須恵器壷
須恵器ハソウ
須恵器高杯破損品
須恵器杯破損品及び破片
須恵器破片(以上西山の窯跡出土）
須恵器杯（梶ヶ浜北の窯跡出土）
須恵器窯道具(西池尻の窯跡出土）
???
15
65
9
17
展 示 常設展示
9月12日～
12月16日岐阜県ﾀﾙｲピｱセンタ石ー棒（不破郡出土）
2 展 示 特別企画展
9月26日㈱山川出版社 決状耳飾カラーポジ 1 写真掲載 『日本史総合図録』
10月12日～
11月23日山梨県立考古博物館 桂甲〔復元〕 （上野天ノ宮古墳） 1 展 示
特別展「古墳時代の
甲冑」
10月17日～
12月2日八女市教育委員会
石人頭部
石靭上半部
??
展 示
岩戸山歴史資料館開
館10周年記念特別展
「石人・石馬（里帰
り展） 」
11月2日㈱講談社 決状耳飾カラーポジ 1 写真掲載
『講談社こども学習
図鑑日本の歴史』
全一巻
11月11日㈱新人物往来社 『古墳時代常備軍成立の可能性』田中晋作著
1 論文掲載
別冊歴史読本・入門
シリーズ1995年春
号
11月19日㈱新人物往来社 盾塚古墳出土状況ネガ 1 写真掲載
別冊歴史読本・入門
シリーズ1995年春
号
平成7年
1月24日
羽曳野市総務部市史編
墓室 陶棺（羽曳野市駒ヶ谷出土） 1
資料撮影
写真掲載
｢羽曳野市史」第3
巻（考古編）
1月27日～
2月10日袋井市教育委員会
衝角付冑
横矧板鋲留短甲
小札・部品等
??
1式
展 示
「石ノ形古墳と甲冑
武人一袋井の五世紀
から六世紀の古墳を
さぐる一 」
2月9日大阪府教育委員会 銅鐸（四條畷市出土）カラーポジ
1 写真掲載
文化財普及啓発資料
Vol､2
『大阪誕生
代」
』
「弥生時
2月14日㈲地人館 北白川下層式鉢形土器カラーポジ
1 写真掲載
しらべ学習に役立つ
日本の歴史第1巻
『火炎土器と竪穴式
住居をしらべる～縄
文人の生活と歴史』
合計利用件数 12件 合計利用資料数 125点
平成7年度博物館資料利用状況
平成8年度博物館資料利用状況
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期日 利用者 資 料 名 点数 利用目的・展示会名
～平成9年
10月1日
大阪狭山市郷土資料館
(継続） 須恵器壼他109点 110 展 示 常設展示
8月28日～
10月21日名古屋市博物館 北千島採集資料 38 展 示
『新博物館態勢満
州国の博物館が戦後
日本に伝えているこ
と 』
10月19日～
12月17日茨城県立歴史館
三環鈴
筒形銅器
五鈴杏葉
鈴釧
鈴付土器
?????
展 示
写真掲載
特別展「音の考古学
一音具と鳴器の世界
－
」
平成8年
3月1日
～3月30日
放送大学 映状耳飾り カラーポジ
1
写真使用
人文地理」第5回放
送
｢服飾の文化地理
学」
合計利用件数 4件 合計利用資料数 156点
期日 利用者名 資 料 名 点数 利用目的・展示会名
～平成9年
10月1日
大阪狭山市郷土資料館
(継続） 須恵器壺他109点
110 展 示 常設展示
4月20日～
7月6日 群馬県立歴史博物館 飛鳥川原寺裏山遺跡出土品 110
展 示
写真掲載
企画展
「謎の大寺飛鳥川原
寺白鳳の仏」
6月17日～
10月13日岡崎市美術博物館
三尊博仏（川原寺裏山遺跡出土）
明日香村教育委員会委託資料
1
??
写
示
料撮影
真掲載
開館記念展
「天界からのメッセ
－ジ天使と天女」
6月26日㈱至文堂 映状耳飾（国府遺跡出土） 4 写真掲載 『日本の美術』縄文時代の装身具
6月26日㈱郷土出版社 銅鐸（四條畷市砂山出土） 1 写真掲載 『図説北河内の歴史』
6月27日～
8月10日
五條市立五條文化博物
館
変形六獣鏡（盾塚古墳出土）
斜縁四獣形鏡(珠金塚古墳南榔出土）
画文帯環状乳神獣鏡
(珠金塚古墳北榔出土）
???
展 示
資料撮影
写真掲載
夏期特別陳列
「西域への憧慢一海
獣葡萄鏡文様にみる
唐文化の世界性一 」
7月8日有田市郷土資料館 桂甲〔復元〕(初島町椒浜古墳出土） 4 資料撮影写真展示
「有田地方の古代」
展に掲示の写真バネ
ル作成
7月15日～
10月9日北九州市立考古博物館
土偶（岡山県津雲貝塚出土）
青龍刀形石器（出土地不詳）
石棒（出土地不詳）
土版（岩手県北上市出土）
土版（茨城県福田貝塚出土）
土面（出土地不詳）
??????
展 示
資料撮影
写真掲載
｢縄文と弥生の神と
祈り」展
8月22日㈱第一学習社 映状耳飾（国府遺跡出土）ネガフィルム
1
写真掲載 高等学校日本史副教材『新編日本史図表』
9月25日㈱至文堂 石棒カラーポジ 1 写真掲載 『日本の美術』縄文時代の装身具
9月27日㈱学習研究社 桂甲〔復元〕(岡山県天狗山古墳出土）
1
写真掲載
『古代史発見シリー
ズ3』
謎の天皇陵と巨大古墳
’’
330占 ｜
’
’
’
’
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期日 利用者名 資 料 名 点数 利用目的・展示会名
10月1日～
11月20日
大分県立宇佐風土記の
丘歴史民俗資料館 方形三尊博仏（川原寺裏山出土）
3
展 示
写真掲載
開館15周年記念特別
展「みやこの仏世界
と豊の国」
10月16日～
12月5日彦根城博物館 鈴釧
1
展 示
資料撮影
写真掲載
彦根城博物館企画展
｢日本の楽器」
10月29日㈱沖縄県文化振興会 石斧（本山資料番号19）石斧（本山資料番号190）
??
資料撮影
写真掲載
『沖縄県資料』および
『史料編慕室紀要』
11月1日茨城県東町史編纂委員会
土偶（福田貝塚出土）紙焼き
土版（福田貝塚出土）紙焼き
??
写真掲載 『東町史資料集・古代編』
11月5日～
12月27日堺市博物館
石製合子
獣面環頭太刀把頭
百舌鳥出土馬具
金銅製鞍金具（群馬県藤岡）
馬具（鞍塚出土）
方格規矩鏡（鞍塚出土）
三角板革綴衝角付冑〔復元〕
???????
展 示
資料撮影
写真掲載
中核市移行記念特別??
」
「大王墓の出土品
10月12日～
12月15日
池田市立歴史民俗資料
館
筒形銅器 （谷畑古墳出土）
石釧 （ 〃 ）
内行花文鏡（ 〃 ）
銅鋤 （玉手山古墳出土）
小板革綴冑（ 〃 ）
筒形銅器 （盾塚古墳
変形六獣鏡（
石釧 （
銅釧 （
三角板革綴短甲（
長方板革綴短甲（
筒形銅器
甲冑〔復元〕
???出
??
土）
）
）
）
）
）
?????????????
??
1
展 示
資料撮影
写真掲載
特別展「古代国家の
黎明」
平成9年
1月28日㈱講談社
映状耳飾4点写真(国府遺跡出
土）
1 写真掲載 ｢歴史発掘」第4巻『古代の装い』
2月5日㈱日本ジュエリー協会 決状耳飾4点写真(国府遺跡出土）
1 写真掲載
『ジュエリーコーデ
イネーター資格制度
試験テキスト 』
3月26日毎日新聞社 国府遺跡出土資料石枕（天理市柳本出土）
21
1
写真再掲 『国宝・重要文化財大全』
合計利用件数 20件 合計利用資料数 ’
平成9年度博物館資料利用状況
’
’
’
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期日 利用者名 資 料 名 点数 使用目的・展示会名
～平成9年
10月1日
大阪狭山市郷士資料館
(継続） 須恵器壺他109点
110 展 示 常設展示
4月1日～
平成10年
3月31日
橿原考古学研究所附属
博物館
川原寺裏山遺跡出土
方形三尊薄仏
3 展 示 常設展示
6月18日㈱東燃和歌山工場 補槽式桂甲（椒古墳出土） 1 写真掲載 常設展示
6月18日橿原考古学研究所附属博物館
土器（床舞遺跡出土）
漆塗壷（亀ケ丘遺跡出土）
??
写真掲載 常設展示解説用
8月27日早稲田大学考古学研究室
石製腕飾類 (谷畑古墳出土）
(楯塚古墳出土）
??
資料研究 卒業論文作成
9月24日～
11月20日
橿原考古学研究所附属
博物館
内行花文鏡
筒形銅器
素環頭太刀
石釧
????
谷畑古墳出土）??? ???
????
展 示
写真掲載 秋期特別展
10月6日～
11月28日大阪狭山市教育委員会
勾玉 （楯塚古墳出土）
三角板革綴短甲前銅 （ 〃 ）
鞍金具 （鞍塚古墳出土）
木芯鉄板張輪鐙 （ 〃 ）
楕円形鏡板付轡 （ 〃 ）
ガラス玉首飾 （珠金塚古墳）
画文帯神獣鏡 （ 〃 ）
小札鋲留衝角付甲（ 〃 ）
三角板鋲留短甲 （ 〃 ）
銅鍍（北玉山古墳出土）
鉄鍍（ 〃 ）
画文帯神獣鏡〔複製〕 （和泉黄金
塚古墳出土）
横矧板鋲留短甲（復元）
西小山古墳小札（復元）
??????????????
展 示
写真掲載
「末永雅雄先生生誕
100周年記念古墳研
究の歩み」
12月10日㈱雄山閣出版 決状耳飾（国府遺跡出土） 1 写真掲載 『考古学による日本歴史』第12巻
1月10日芦屋市立美術博物館 繩文土器（宮滝遺跡出土） 1 資料研究 論文作成
1月12日鳥取県埋蔵文化財セン
ター 円筒形土器（徳楽方墳出土） 1
資料研究
写真撮影 報告書作成
1月29日㈲地人館 北白川下層式鉢形土器 1 写真掲載
『人物・遺産でさぐ
る日本の歴史』シリ
－ズ
2月18日岡山県古代吉備文化財
センター 桂甲札(岡山市津島福居古墳出土） 1 資料研究
2月26日札幌市埋蔵文化財センター 石棒 1 資料研究
『北方の考古学一野
村崇先生還暦記念論
文集一』石剣ノート
3月5日 旧『宇津保資料調査会
文庫』考古 瓦経（小町塚古墳出土）
瓦経（倉吉市大日寺）
2 資料研究 甲陽学院所蔵瓦経との照合
3月10日旧『宇津保資料調査会
文庫』考古 瓦経（小町塚古墳出土）紙焼写真 1 写真掲載
『甲陽学院中学校所
蔵旧 「宇津保文
庫」考古資料目鏑
合計利用件数 15件 合計利用資料数 156占do､，
イ博物館実習の受入れ
（ｧ）実習生受入数
(ｲ）実習生の博物館利用日数
(ｳ） 博物館実習展の開催
平成6年度 平成6年11月16日㈱～18日㈱
く第1部＞
歴史コース統一テーマ「まつり」
A班「年中行事」
B班「縁起物」
C班「"まつり”に表れる違い－装束を中心に－」
美術コース
A班「受胎告知」
B班「絵で見る女帯の変遷」
C班「花咲く梅の木一画材による考証一」
文書コース 「第一次大阪空襲と民衆」
＜第2部＞
歴史班「江戸期以降の化粧道具」
美術班「関西の美人画一京都画壇丸山・四条派」
平成7年度 平成7年11月22日(水)～25日(土）23日附は休館
く第1部＞
歴史コース
A班「アジアの茶文化」
B班「教科書の挿絵にみる風俗」
C班「京菓子」
美術コース
A班「紙の上のビジュアル・コミュニケーション／とコミュニ 今
’
’
｜
｜
I
??
??????
??
・昔一江戸錦絵と現代力
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第1部 第2部 大学院 科目等履修 計
平成6年度 81人 12人 3人 2人 98人
平成7年度 76人 7人 3人 2人 88人
平成8年度 68人 18人 5人 4人 95人
平成9年度 79人 4人 6人 5人 94人
4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 計
平成6年度 0 6 4 4 2 3 7 2 1 29
平成7年度 3 8 13 5 3 6 10 0 1 49
平成8年度 4 7 9 2 2 3 12 0 1 40
平成9年度 2 9 6 3 1 5 8 0 1 35
ラー印刷一
B班「髪結い」
文書コース 「近世・近現代の広告とポスター」
＜第2部＞
歴史班「多田鉱山の歴史一地底の千年を今貴方の目で」
美術班「UNITEDCOLORSOFBENETTONトスカーニ展」
平成8年度 平成8年11月20日（水）～22日（金）
＜第1部＞
歴史コース
A班「害と文具」
B班「生活と竹」
C班「池田の酒：呉春一地元に根づいた名酒一」
美術コース
A班「お菓子のパッケージデザインとその時代」
B班「季節の茶室一秋一」
文書コース 「大阪の古地図」
＜第2部＞
歴史班「野球史に見る道具の変遷と生活」
美術班「縞」
平成9年度 平成9年11月17日(月)～21日㈲
く第1部＞
歴史コース
Aグループ「お金にまつわるエトセトラ～その歴史～」
Bグループ「医薬品の歴史」
美術コース
「商標・キャラクター（マスコット）の意味」
文書コース
「近代日本と博覧会」
＜第2部＞
歴史コース
「タバコの時代ごとの主力商品とPR法」
美術コース
「展示会パンフレットから～美術へのいざない～」
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4来館者アンケートの集計結果
来館者アンケート （見本）
関西大学博物館
当館では、今後ますます資料展示を充実させてゆくために、アンケートを実施させていただい
ております。ご来館の皆様方のご協力をお願いいたします。
’
’
’
’
??????‐????????‐????????????
l
’
’
’
’
’
’ご協力ありがとうございました。
’
??、．???????????
’
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1 性別 a 男 b・女
2 年齢
a.10歳未満 b.10代 c.20代 d. 30代
e.40代 f.50代 9． 60代 h.70歳以上
3 住所
a.吹田市内 b.大阪府 C.兵庫県 d.京都府 e・奈良県
f・和歌山県 g.滋賀県 h.三重県i.その他[ ]
4 所属
＜関西大学＞
a.大学生 b.高校・中学生 C.校友 d.父母
＜関西大学以外＞
a 一
e、 教職員
般 b.大学生 C.高校生 d.中学生 e.小学生
5 展
一
不
＜説明内容＞
a わかりやすい b.ふつう C.わかりにくい
＜展示方法＞
a.良い b.ふつう C.悪い
＜展示資料数＞
a 多い b・適当 C.少ない
＜照明＞
a.良い b.ふつう c、悪い
＜最も印象に残った展示資料＞
〔 〕
6 施設
＜設備・雰囲気などでお気付きの点があれば、お聞かせください。＞
｜ I
7 全体
＜当館に対するご意見．ご希望などがあれば、お聞かせください。＞
I I
来館者アンケート集計結果（平成6年度）
(1)性別男（315）女（210） 計（525）
(2)住所吹田市内(155)大阪府(213)兵庫県( 68)
京都府 (19)奈良県(46)その他( 18)
(3)年齢10歳未満(3) 10代(198)20代(71)30代(9)
40代（50）50代（58）60代（77）70代（44）
70代以上（0）
(4)区分〔関西大学〕 学生（101） 教職員（ 3） 校友（28） 父母（
〔学 外〕 学生（135） 一般（183）
(5)展示方法
ア順路 良い（138） ふつう （156） 悪い（24）
イ配置 良い（147） ふつう （146） 悪い（15）
ウ光源 良い（151） ふつう （136） 悪い（22）
(6)展示内容
ア資料数 多い（82） 適当（187） 少ない（40）
イ説明 わかりやすい（66） まあまあ（179） わかりにくい
ウ資料 良い（151） まあまあ（133） 良くない（ 4）
(7)施 設
ア充実度 良い（131） ふつう （162） 良くない（13）
(40）
(62）
イ良〈ないところ トイレ（ 6） 休憩室椅子（12）
(8)館内の雰囲気
良い(219)ふつう (92) 悪い( 4)
(9)感想・希望
・解説・説明を増やしてほしい(18)
・解説の文字が小さい、読みやすくしてほしい（7）
・展示替えをして他の資料も見せてほしい（5）
・順路がわかりにくい（4）
・館内が落ちついてよい雰囲気である（4）
・資料を時間的・空間的に整理して展示してほしい（3）
・休憩場所・椅子を増やしてほしい（3）
・展示に統一性がない（2）
・展示方法に工夫がほしい（2）
･PRを積極的にしてほしい(2)
・図書資料を充実してほしい（2）
・パンフレットを工夫してほしい（1）
･BGMをながしてほしい(1)
・身障者に対する配慮があまりなされていない（1）
・自動販売機の設置等飲み物を飲めるようにしてほしい（1）
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･土曜・休日の開館を希望する(1)
･手で触れる展示が必要（1）
来館者アンケート集計結果（平成7年度）
(1)性別男（10）女（22） 計（32）
(2)住所吹田市内（4） 大阪府(10)兵庫県( 3)
京都府 （ 0） 奈良県(10)その他( 2)
(3)年齢10歳未満(3) 10代(10) 20代(5 ) 30代(2)
40代（0） 50代（0） 60代（1） 70代(1)
70代以上（0）
(4)区分〔関西大学〕 学生（ 8） 教職員（ 0） 校友（ 3） 父母（
〔学 外〕 学生（ 3） 一般（ 1） その他（ 5）
(5)展示方法
ア順路 良い（ 9） ふつう （13） 悪い( o)
イ配置 良い（ 7） ふつう （12） 悪い( o)
ウ光源 良い（ 8） ふつう （10） 悪い（ 1）
(6)展示内容
ア資料数 多い（ 7） 適当（10） 少ない（ 2）
イ説明 わかりやすい（ 6） まあまあ(10)わかりにくい
ウ資料 良い（10） まあまあ（ 8） 良くない（ 0）
(7)施 設
ア充実度 良い（ 8） ふつう （ 5） 良くない（ 3）
イ良〈ないところ 休憩場所椅子（ 3）、 トイレ（ 1）
(8)館内の雰囲気
良い（10） ふつう （11） 悪い（ 0）
(9)感想・希望
･PR活動をすべきである(1)
・説明がすぐない（1）
・漢字にふりがなをつけてほしい（1）
・飲み物が飲めるようにしてほしい（1）
（ 0）
（ 4）
????????????‐??
’
1
’来館者アンケート集計結果（平成8年度）
(1)性別男（37）女（34） 計（71）
(2)住所吹田市内（12）大阪府（30） 兵庫県(15)
京都府 （ 1） 奈良県（ 5） その他（ 7）
(3)年齢10歳未満(5) 10代(33)20代(13)30代(3)
40代（3） 50代（8） 60代（0） 70代（2）
70代以上（0）
I
p
l
I
l
I
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(4) 区分〔関西大学〕 学生（33） 教職員( 1) 校友( 6)父母（
〔学 外〕 学生（10） 一般(11)
(5)展示方法
ア順路 良い（23） ふつう （34） 悪い（ 3）
イ配置 良い（28） ふつう （33） 悪い（ 6）
ウ光源 良い（32） ふつう （30） 悪い（ 4）
(6)展示内容
ア資料数 多い（23） 適当（39） 少ない（ 8）
イ説明 わかりやすい（16） まあまあ（30） わかりにくい
ウ資料 良い（36） まあまあ（26） 良くない( 1)
(7)施 設
ア充実度 良い（26） ふつう （30） 良くない（ 3）
イ良くないところ 休憩室椅子（ 2） トイレ（ 1）
(8)館内の雰囲気
良い（36） ふつう （27） 悪い（ 3）
(9)感想・希望
・説明をわかりやすくしてほしい（10）
・説明がすぐない、字が小さい（6）
・展示方法に工夫がほしい（4）
･PRをすべきである(4)
・展示資料が充実している（2）
・漢字に振りがなをつけてほしい（1）
･BGMがほしい(1)
・飲み物が飲めるようにしてほしい(1)
・雰囲気がよかった（1）
9）
(22）
来館者アンケート集計結果（平成9年度）
(1)性別男（19）女（21） 計（40）
(2)住所吹田市内（5） 大阪府（18） 兵庫県（ 8）
京都府 （ 1） 奈良県（ 2） その他（ 4）
(3)年齢10歳未満(o) 10代(13)20代(7) 30代(2)
40代（10）50代（5） 60代(1) 70代(0)
70代以上（1）
(4)区分〔関西大学〕 学生(13)校友( 1) 父母(12)
〔学 外〕 学生（ 5） 一般（ 9）
(5)展示方法
ア順路 良い（23） ふつう （15） 悪い（ 2）
イ配置 良い（23） ふつう （15） 悪い（ 0）
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ウ光源 良い（23） ふつう （11） 悪い（ 4）
(6)展示内容
ア資料数 多い（ 13） 適当（19） 少ない（ 4）
イ説明 わかりやすい（ 7） まあまあ（20） わかりにくい
ウ資料 良い（17） まあまあ（16） 良くない（ 0）
(7)施 設
ア充実度 良い（27） ふつう （10） 良くない（12）
(10）
(8)館内の雰囲気
良い（25） ふつう （ 12） 悪い（ 0）
感想・希望
・説明がすぐない、字が小さい（10）
・雰囲気がよかった(4)
・説明をわかりやすくしてほしい(3)
・展示物が充実していてよかった(2)
・漢字に振りがなをつけてほしい（1）
･PRをすべきである(1)
･BGMがほしい(1)
・飲み物がほしい（1）
・開館日をふやしてほしい(1)
・歴史関係の文献力輔えられているのがよい（1）
’
(9) ’
｜
’
｜
’
’
「
I
｜
’
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｜
’
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5規程
関西大学博物館規程
制定平成6年1月28日
（設置）
第1条関西大学学則第65条の2の規定に基づき、関西大学に関西大学博物館（以下「博物館」
という。 ）を置く。
（目的）
第2条博物館は、考古学、歴史学、民俗学、美学・美術史、産業技術・技術史、自然科学等の
資料並びに図書等（以下「資料等」という。 ）の収集、整理、保管、展示及び調査研究活動
を行い、大学における教育及び研究の発展のために寄与することを目的とする。
（事業）
第3条博物館は、前条に規定する目的を達成するため、次の事業を行う。
（1）資料等の収集、整理及び保管に関すること。
（2）資料等の展示及び公開に関すること。
（3）調査研究活動に関すること。
（4）調査研究の発表及び出版に関すること。
（5）講演会、講習会、研究会及び展示会の開催に関すること。
（6） その他必要な事業に関すること。
（職員）
第4条博物館に次の職員を置く。
（1）館長
（2）学芸員
（3）事務職員
2学芸員は、専任職員をもって充てる。
（館長）
第5条館長は、博物館を代表し、博物館の業務を統轄する。
2館長は、学長の推薦により理事会が任命する。
3館長の任期は2年とし、再任を妨げない。
4館長が欠けたときは、補充しなければならない。この場合において、その任期は、前任者
の残任期間とする。
（学芸員）
第6条学芸員は、博物館資料の収集、整理、保管、展示及び調査研究活動その他これらに関連
する業務を行う。
（運営委員会）
第7条博物館の管理運営に必要な事項を審議するため、博物館運営委員会（以下「委員会」と
いう。 ）を置く。
（委員会の構成）
第8条委員会は、次の者をもって構成する。
－91－
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（1）館長
（2）教学部長
（3）各学部及び大学院から選出された専任教育職員各1名
（4）大学事務局長及び博物館事務長
2委員会は、前項に規定する委員のほか、学識経験者若干名を加えることができる。
学識経験者の委嘱は、学長力垳う。
3委員会が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。
（委員の任期）
第9条委員（館長を除く。）の任期は2年とし、再任を妨げない。
2 第8条第1項第1号、第2号及び第4号に規定する委員の任期は、その在任中とする。
3 第8条第1項第3号に規定する委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。こ
の場合において、その任期は、前任者の残任期間とする。
（委員会の運営）
第10条委員会に委員長を置き、館長が当たる。
2委員会は、必要に応じて委員長が招集し、議長となる。
3委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、出席委員の過半数の同意をもって決する。
I
｜
’
’
???
（委員会の審議事項）
第11条委員会は、次の事項を審議する。
（1）資料等の収集、整理及び保管に関すること。
（2）博物館の管理運営に関すること。
（3）調査研究活動に関すること。
（4）博物館実習に関すること。
（5）博物館の予算に関すること。
（6） その他必要な事業に関すること。
（自己点検・評価委員会）
第12条博物館に関西大学博物館自己点検・評価委員会（以下「自己点検・評価委員会」とい
う。 ）を置く。
2 自己点検・評価委員会は、博物館に関する事業の管理及び運営について自己点検・評価を
行う。
3 自己点検・評価委員会に関する規程は、別に定める。
（事務）
第13条博物館に関する事務は、博物館事務室が行う。
（細則）
第14条この規程に定めるもののほか、博物館の管理運営上必要な事項は、関西大学博物館規程
細則において規定する。
附則
1 この規程は、平成6年4月1日から施行する。
’
???????????????．???‐???
’
’
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2 関西大学考古学等資料室規程（昭和50年10月1日制定）は、廃止する。
附則
この規程（改正）は、平成8年4月1日から施行する。
関西大学博物館規程細則
制定平成6年1月28日
（趣旨）
第1条この細則は、関西大学博物館規程第14条の規定に基づき、同規程の施行について必要な
事項を定めるものとする。
（開館日）
第2条関西大学博物館（以下「博物館」という。）の開館日は、次のとおりとする。
（1） 4月1日から7月28日までの月曜日、火曜日、木曜日及び金曜日
（2） 9月21日から12月20日までの月曜日、火曜日、木曜日及び金曜日
（3） 1月8日から3月20日までの月曜日、火曜日、木曜日及び金曜日
（開館時間）
第3条博物館の開館時間は、午前10時から午後4時までとする。
（休館日）
第4条博物館の休館日は、第2条に規定する開館日を除く日のほか、次のとおりとする。
（1） 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日
（2）本大学記念日
（3） その他本大学の定める休業日
2館長は、必要があると認めた場合には、前項に規定する休館日を変更し、又は臨時に休館
日を定めることができる｡
（入館手続）
第5条博物館に入館する者は、所定の手続をしなければならない。
2館長は、博物館における教育及び研究活動に支障があると認めた場合には、入館を許可し
ないことがある。
（入館料）
第6条博物館の入館料は、原則として無料とする。
（入館者の義務）
第7条入館者は、施設、資料等を棄損し、又は滅失したときは、直ちに館長に届け出てその指
示に従わなければならない。
2前項に規定する損害に対しては、入館者は損害賠償の義務を負わなければならない。ただ
し、事情によりこれを免除又は軽減することができる。
（資料等の利用）
第8条博物館内において資料等の利用を希望する者は、利用許可申請書（様式第1号）を館長
に提出し、その許可を受けなければならない。
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2館長は、前項の利用許可申請害の提出があったときは、審査のうえ利用許可書（様式第2
号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、博物館運営委員会
（以下「委員会」という。 ）を開催し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
4第2項の規定による許可を受けた者は、資料等を棄損した場合は、損害賠償の義務を負わ
なければならない。
（資料等の貸出）
第9条資料等の貸出を受けようとする者は、貸出許可申請書（様式第3号）を館長に提出し、
その許可を受けなければならない。
2館長は､前項に規定する貸出許可申請書の提出があったときは､審査のうえ貸出許可書(様
式第4号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、委員会を開
催し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
4 第2項の規定による許可を受けた者は、貸出期間中の保管及び貸出に伴うすべての経費を
負担する。また、別に定める所定の使用料を博物館に納入しなければならない。
5 貸出期間中に貸出品が棄損し、又は滅失した場合は、貸出を受けた者が損害賠償の義務を
負わなければならない。
（資料等の貸出期間）
第10条資料等の貸出期間は、次のとおりとする。
(1)重要文化財指定資料1カ月以内
（2）重要美術品指定資料2カ月以内
（3） その他の資料2カ月以内
（撮影等の許可）
第11条資料等の撮影、模写、模造等をしようとする者は、撮影等許可申請書（様式第5号）を
館長に提出し、その許可を受けなければならない。
2館長は、前項の撮影等許可申請書の提出があったときは、審査のうえ撮影等許可書（様式
第6号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、委員会を開催
し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる｡
4第2項の規定による許可を受けた者は、撮影等で、資料等を棄損した場合、損害賠償の義
務を負わなければならない。また、別に定める所定の使用料を博物館に納入しなければなら
ない。
（資料等の借入）
第12条館長は、資料等を借入れたときには、所有者に借用書（様式第7号）を交付する。
（受贈）
第13条資料等の受贈については、別に定める。
（寄託）
第14条資料等を寄託しようとする者は、その品目、点数､期間等を、寄託申込書(様式第8号）
‐??????????????←??????????
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に記入のうえ、館長に提出するものとする。
2館長は、前項の規定による寄託の申出があった場合は、委員会を開催し、受入れを決定し
たものについては意見を付し理事会に進達しなければならない。
3館長は、資料等の寄託を受けたときには、寄託者に対して当該資料等の目録を交付するも
のとする。
4寄託を受けた資料等については、万全の注意をもって保管しなければならない。
附則
この細則は、平成6年4月1日から施行する。
附則
この細則（改正）は、平成8年4月1日から施行する。
附則
この細則（改正）は、平成10年4月1日から施行する。
様式（省略）
関西大学博物館自己点検・評価委員会規程
制定平成8年1月26日
（設置）
第1条関西大学博物館（以下「博物館」という。）に、関西大学博物館規程第12条の規定に基
づき、関西大学博物館自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。 ）を置く。
（目的）
第2条委員会は、博物館の目的及びその使命を達成するため、博物館における教育研究の支援
活動及び管理運営について自己点検・評価を行う。
（構成）
第3条委員会は、次の者をもって構成する。
（1）博物館運営委員のうちから博物館長が指名する者若干名
（2）博物館事務長
（3）学芸員若干名
2委員会は、特に必要がある場合、 2名以内に限り博物館運営委員会（以下「運営委員会」
という。 ）の議を経て、大学内外の学識経験者に委員を委嘱することができる。
（任期）
第4条委員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。
2委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期
は、前任者の残任期間とする。
（委員長及び副委員長）
第5条委員会に、委員長及び副委員長を置く。
2委員長は、第3条第1項第1号の委員の中から互選により選出する。
3 副委員長は、第3条第1項第1号の委員の中から委員長が指名する。
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（運営）
第6条委員会は、委員長力湘集し、議長となる。
2委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代行する。
3委員会は、全委員の過半数の出席をもって成立し、委員会の議事は出席委員の過半数の同
意をもって決する。ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる。
4委員会は、必要に応じて委員以外の者に出席を求め、その意見を聴くことができる。
（職掌事項）
第7条委員会は、自己点検・評価に関し、次の事項を審議決定し、実施する。
（1） 自己点検・評価方針の立案
（2） 自己点検・評価の実施及び報告書の作成
（3） その他自己点検・評価に必要な事項
（結果の報告）
第8条委員会は、隔年に自己点検・評価結果の報告書を作成し、館長に提出する。
2前項の報告書は、館長がこれに意見を付し、運営委員会の議を経て公表する。
’
’
’
（事務）
第9条委員会の事務は、博物館事務室が行う。
（補則）
第10条この規程に定めるもののほか、博物館の自己点検・評価に関し必要な事項は、委員会の
議を経て運営委員会で決定する。
附則
この規程は、平成8年4月1日から施行する。 ｜
’
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